
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」
　
詩
の
作
者
は
観
中
中
諦
か

朝

　

倉

は
　
じ
　
め
　
に

偶
　
成

少
年
易
老
学
難
成

一
寸
光
陰
不
可
軽

末
覚
池
塘
春
草
夢

階
前
梧
薬
巳
秋
声

朱
　
薫

少
年
老
い
易
く

一
寸
の
光
陰

未
だ
覚
め
ず

階
前
の
梧
薬

学
成
り
難
し

軽
ん
ず
べ
か
ら
す

池
塘
春
草
の
夢

す
で巳

に
秋
声

や
、
小
学
館
の
r
日
本
国
語
大
辞
典
j
は
版
を
新
し
く
す
る
に
当
た
っ
て
、
両

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
以
下
の
よ
う
に
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」
項

に
改
訂
を
加
え
て
い
る
。
傍
線
は
私
に
施
し
た
。
以
下
同
じ
。

O
 
r
広
辞
苑
」
第
四
版
第
一
刷
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
二
月
）
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少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
【
滑
稽
詩
文
、
寄
二
小
人
一
詩
。
一
説
に
、

こ
の
、
漢
文
入
門
の
教
材
と
し
て
人
口
に
恰
久
し
、
は
た
ま
た
起
承
句
が
慣

用
句
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
偶
成
」
詩
が
、
実
は
朱
子
（
朱
黒
、
一
二
二

〇
～
二
一
〇
〇
）
　
の
作
で
は
な
く
、
和
製
で
、
し
か
も
近
世
初
期
以
前
の
禅
林

僧
侶
の
手
に
成
る
か
、
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
ご
発
表
を
さ
れ
た
の
は
、
柳

瀬
喜
代
志
氏
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
岩
山
泰
三
氏
は
、
当
該
詩
の
作
者
と
し
て
、

室
町
前
期
の
代
表
的
な
五
山
詩
僧
の
一
人
で
あ
る
惟
肖
待
巌
〔
二
二
六
〇
～
一

四
三
七
〕
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
反
響
は
大
き
く
、
例
え
ば
「
広
辞
苑
」

朱
子
の
作
と
さ
れ
る
偶
成
詩
の
句
］
月
日
が
た
つ
の
は
早
く
、
自
分
は
ま

だ
若
い
と
思
っ
て
い
て
も
す
ぐ
に
老
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
反
し

学
問
の
研
究
は
な
か
な
か
成
し
と
げ
難
い
。
だ
か
ら
、
寸
刻
を
惜
し
ん
で

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

O
 
r
日
本
国
語
大
辞
典
j
第
二
版
　
第
七
巻
第
一
刷
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
七
月
）

し
ょ
う
ね
ん
老
（
お
）
い
易
（
や
す
）
く
学
（
が
く
）
成
（
な
）
り
難
（
が
た
）
し

若
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
す
ぐ
に
年
老
い
て
し
ま
い
、
志
す
学
問
は

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
年
月
は
移
り
や
す
い
の
で
寸
刻
を
お
し
ん
で
勉



強
せ
よ
と
い
う
こ
と
。
国
　
朱
薫
の
偶
成
詩
「
少
年
易
レ
老
学
難
レ
成
、

一
寸
光
陰
不
レ
可
レ
軽
、
未
レ
覚
池
培
春
草
夢
、
階
前
梧
菓
既
秋
声
」
か

ら
と
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
薫
の
詩
文
集
に
こ
の
詩
は
見
ら
れ
ず
疑
問
。
近

世
初
期
に
五
山
詩
を
集
成
し
た
「
翰
林
五
鳳
集
－
三
七
」
に
は
、
「
進
学

軒
」
の
題
で
、
室
町
前
期
の
五
山
僧
惟
肖
得
巌
の
作
と
し
て
こ
の
詩
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

双
方
の
記
述
を
見
る
と
、
実
は
出
典
の
認
定
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の
作
者

問
題
は
い
ま
だ
に
流
動
的
で
、
決
着
が
付
い
て
い
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

稿
者
は
現
在
ま
で
、
絶
海
中
津
〔
二
二
三
六
～
一
四
〇
五
〕
に
関
し
て
研
究

を
進
め
て
来
た
。
絶
海
は
室
町
前
期
に
活
躍
し
た
禅
僧
で
、
義
堂
周
信
〔
一
三

二
五
～
八
八
〕
と
と
も
に
、
そ
の
浜
詩
文
を
「
五
山
文
学
の
双
璧
」
と
讃
え
ら

（1）

れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
度
、
彼
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
観
中
中
諦
〔
三
一
四
二

～
二
四
〇
六
〕
　
の
詩
文
集
で
あ
る
r
青
蜂
集
」
の
中
に
、
「
少
年
老
い
易
く
」

詩
を
発
見
し
た
。
本
稿
で
は
、
同
詩
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
少
年
老
い
易

く
」
詩
の
作
者
や
内
容
に
関
し
て
再
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

一
柳
瀬
氏
、
岩
山
氏
の
説

は
じ
め
に
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
偶
成
」
詩
の
作
者

（
出
典
）
問
題
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
触
れ
た
柳
瀬
氏
と
岩

山
氏
の
お
二
人
で
あ
る
。
番
号
は
私
に
施
し
た
。

①
柳
瀬
喜
代
志
氏
「
い
わ
ゆ
る
朱
子
の
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」

（
「
偶
成
」
詩
）
考
」
（
r
文
学
」
一
九
八
九
〔
平
成
元
〕
年
二
月
号
）

②
柳
瀬
喜
代
志
氏
「
教
材
・
朱
子
の
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」
詩
の

誕
生
」
（
「
国
語
教
育
史
に
学
ぶ
」
（
早
稲
田
教
育
叢
書
2
）
所
収
、
一
九

九
七
〔
平
成
九
〕
年
五
月
）

③
岩
山
泰
≡
氏
「
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
…
」
と
そ
の
作
者
に
つ
い

て
」
（
r
L
に
か
」
一
九
九
七
〔
平
成
九
〕
年
五
月
号
）

柳
瀬
氏
の
⑦
は
、
①
に
新
資
料
を
加
え
て
補
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
岩
山
氏
が
③
で
発
表
予
定
の
内
容
を
、
事
前
に
行
わ
れ
た
研
究
会
（
平
成

五
年
二
月
、
和
漢
比
較
文
学
会
月
例
会
「
幼
学
書
を
読
む
会
」
）
　
の
席
上
で
、

柳
瀬
氏
が
知
り
得
た
と
い
う
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
（
②
の
注
4
に
よ
る
）
。
し

た
が
っ
て
、
②
と
③
は
は
は
同
時
期
に
発
表
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
当
然
、

内
容
的
に
重
な
っ
て
い
る
箇
所
が
存
す
る
。

さ
て
、
朱
子
の
作
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
「
偶
成
」
詩
が
、
彼
の
詩
文
集
に

収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
早
く
か
ら
諸
氏
の
気
付
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

っ
た
。
こ
の
詩
が
、
同
一
の
題
名
と
作
者
名
と
を
伴
っ
て
登
場
す
る
の
は
、
わ

が
国
の
明
治
期
の
漢
文
教
科
書
が
最
初
に
な
る
と
い
う
（
①
お
よ
び
②
に
詳
し

い
）
。
例
え
ば
、
水
元
日
子
氏
ら
は
、
朱
子
の
詩
風
や
詩
論
、
哲
学
の
性
格
を

勘
案
す
る
と
、
「
こ
れ
が
果
た
し
て
詩
人
朱
子
の
代
表
作
と
言
え
る
か
ど
う
か
、

（2）

実
は
疑
問
も
残
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
柳
瀬
氏
も
疑
問
を
お
持
ち
に
な
ら

れ
た
一
人
で
、
朱
子
の
学
問
観
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
や
、
表
現
上
の
稚
拙
さ

－
　
未
熟
な
用
語
が
見
え
た
り
、
初
学
書
で
よ
く
見
ら
れ
る
典
語
故
事
ば
か
り
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を
詩
語
に
用
い
て
い
る
こ
と
　
－
　
を
、
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
後
者

に
関
し
て
詳
述
す
る
と
、
第
一
句
の
「
少
年
」
が
「
老
い
易
」
　
い
と
言
う
の
は

伝
統
的
な
詩
語
の
用
い
方
に
合
わ
な
い
こ
と
、
第
三
句
に
お
い
て
謝
霊
運
の
故

事
、
す
な
わ
ち
夢
に
従
兄
弟
の
謝
恵
連
を
見
て
、
「
池
塘
春
草
生
ず
」
と
い
う

佳
句
を
思
い
付
い
た
と
い
う
故
事
（
〓
氷
求
」
「
霊
運
曲
笠
」
等
）
が
う
ま
く
機

能
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

柳
瀬
氏
が
当
初
、
当
該
詩
の
出
典
と
し
て
報
告
さ
れ
た
の
は
、
先
に
見
た

「
広
辞
苑
」
の
記
述
の
中
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
r
続
群
書
類
従
」
巻

第
九
百
八
十
一
雑
部
百
三
十
一
収
載
の
「
滑
稽
詩
文
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、

題
名
は
「
寄
小
人
」
、
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

寄
小
人

未
水
　
　
－
押
水

少
年
易
老
撃
難
成
。
一
寸
光
陰
不
可
軽
。
禾
党
池
清
芳
中
夢
。
婚
前
梧
葉

巳
秋
色
。

【
注
】
「
水
」
字
は
水
戸
彰
考
館
本
を
示
す
。
第
四
句
の
「
色
」
字
は
、

「
声
」
　
の
異
体
字
「
芭
」
　
の
誤
読
か
。

r
群
書
解
題
」
第
二
十
二
に
よ
る
と
、
同
書
は
「
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸

時
代
初
期
に
か
け
て
の
禅
林
僧
侶
の
詩
文
集
。
一
巻
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る

（
副
島
種
氏
に
よ
る
）
。
艶
詩
艶
文
や
滑
稽
詩
を
集
め
た
作
品
で
あ
る
。

話
題
の
「
小
人
」
は
、
禅
林
で
は
若
い
僧
、
起
句
の
「
少
年
」
は
寵
童
、
ま

た
は
若
衆
（
男
色
関
係
に
あ
る
少
年
の
称
）
を
表
す
特
殊
な
措
辞
で
あ
る
。
転

句
の
「
春
草
」
が
「
芳
川
（
草
）
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
解
釈
上
、
問

題
は
無
く
、
ど
ち
ら
の
詩
語
を
採
る
場
合
も
、
謝
霊
運
の
故
事
は
想
起
さ
れ

る
。
謝
霊
運
の
故
事
に
関
し
て
は
、
「
当
時
の
詩
文
に
は
、
典
故
が
そ
れ
本
来

の
意
味
を
伝
え
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
有
し
て
い
る
原
義
を
組
み
合
わ
せ
た

だ
け
の
意
に
使
っ
て
い
る
例
は
し
ば
し
ば
見
え
る
」
　
（
①
）
と
い
う
。
参
考
ま

で
に
氏
の
解
釈
を
引
用
す
る
。

「
若
い
僧
に
贈
る
」
詩
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
篇
の
趣
意
は
、
「
少
年
」

は
老
け
や
す
く
、
君
の
学
業
成
就
は
雉
し
い
、
だ
か
ら
片
時
も
う
か
う
か

と
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
。
池
の
堤
の
芳
し
い
草
の
う
ち
に
結
ん
だ
夢
か

ら
覚
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
階
の
ま
え
に
生
え
る
梧
桐
の
菜
は
既
に
秋
を
告

げ
て
散
っ
て
い
る
。
（
②
）

一
方
、
岩
山
氏
は
、
r
大
日
本
仏
教
全
書
J
の
第
百
四
十
四
～
百
四
十
六
巻

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
r
翰
林
五
鳳
集
」
　
（
以
下
、
「
五
鳳
集
」
と
略
す
）
巻
第
三

十
七
・
雑
　
乾
坤
門
の
中
に
、
当
該
詩
の
出
典
を
見
出
さ
れ
た
。
先
に
見
た

「
日
本
国
語
大
辞
典
」
の
記
述
の
中
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
題
名

は
「
進
撃
軒
」
、
作
者
は
「
惟
肖
」
と
な
っ
て
い
る
。

少
年
易
老
撃
杜
成
。
一
寸
光
陰
不
可
軽
。
未
蒐
池
塘
芳
草
夢
。
階
前
梧
菓

巳
秋
啓
。
進
撃
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
　
肖

同
書
は
、
後
水
尾
天
皇
〔
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
〕
が
、
以
心
崇
伝
〔
一
五

六
九
～
〓
ハ
三
三
〕
ら
に
命
じ
て
、
代
表
的
な
五
山
詩
僧
の
詩
侭
を
書
写
集
録

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
元
和
九
年
〔
〓
ハ
二
三
〕
成
立
。
「
進
撃
軒
」
と
は
寮

合
の
名
称
で
あ
る
。
同
告
に
は
、
r
扶
桑
五
山
記
J
や
「
蔭
掠
軒
H
録
」
で
そ
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の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
寮
舎
（
栖
鳳
軒
（
南
禅
寺
）
、
栖
雲
軒
（
建

仁
寺
）
、
陸
足
軒
（
相
国
寺
）
等
）
を
詠
じ
た
作
品
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

「
「
進
学
軒
」
は
五
山
の
寮
舎
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
」
（
③
）
と
も
、

ま
た
「
韓
愈
の
「
進
学
解
」
を
踏
ま
え
た
名
称
で
あ
ろ
う
。
こ
の
賛
も
「
進
学

解
」
に
倣
っ
た
勧
学
の
詩
意
を
成
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
男

色
の
寓
意
を
読
み
取
る
の
は
無
理
で
あ
る
」
（
③
）
と
も
、
氏
は
指
摘
さ
れ
る
。

作
詩
事
情
に
関
し
て
は
、
「
寮
舎
の
主
に
乞
わ
れ
て
、
そ
の
軒
に
掲
げ
た
扁
札

に
寄
せ
た
題
壁
、
或
い
は
詩
（
画
）
軸
に
記
し
た
賛
か
も
知
れ
な
い
」
（
③
）

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

「
惟
肖
」
と
は
惟
肖
得
巌
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
備
中
の
出
身
で
、
草
堂
得

芳
や
蔵
海
性
珍
に
師
事
し
、
摂
津
の
棲
賢
寺
（
諸
山
）
、
山
城
の
真
如
寺
（
十

剰
）
、
万
寿
寺
（
五
山
）
、
天
龍
寺
（
五
山
、
第
六
十
九
些
、
南
禅
寺
（
五
山
、

第
九
十
人
世
）
の
住
持
を
勤
め
た
。
ま
た
、
夢
巌
狙
応
や
絶
海
に
学
び
、
特
に

（3）

絶
海
か
ら
は
、
四
六
文
の
作
法
を
学
ん
だ
と
い
う
。
彼
の
語
録
詩
文
集
で
あ
る

「
東
海
橘
華
集
」
は
、
r
五
山
文
学
新
集
」
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
こ
に
「
進
撃
軒
」
詩
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
若
山
氏

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

た
だ
応
永
期
を
中
心
に
流
行
し
た
詩
画
軸
に
も
惟
肖
の
費
を
記
し
た
も
の

が
目
立
つ
が
、
そ
れ
ら
も
多
く
は
詩
文
集
に
未
収
録
の
も
の
で
あ
る
。
ま

た
「
翰
林
五
鳳
集
」
は
他
の
五
山
僧
の
散
逸
作
品
を
も
多
数
含
む
が
、
そ

れ
ら
の
作
者
に
つ
い
て
の
信
憑
性
は
割
合
高
い
。
例
え
ば
（
中
略
）
「
進

撃
軒
」
詩
も
惟
肖
の
作
で
あ
る
こ
と
を
特
に
疑
う
べ
き
理
由
は
見
当
た
ら

な
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
詩
を
朱
子
の
作
だ
と
す
る
資
料
が
、
明
治
期
の

教
科
書
ま
で
し
か
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
は
、
朱
子
の
作
の
誤
認

も
し
く
は
割
窃
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
（
③
）

結
局
、
②
・
③
を
総
合
す
る
と
、
「
少
年
老
い
易
く
」
詩
は
室
町
前
期
に
、

惟
肖
に
よ
っ
て
勧
学
詩
（
「
進
撃
軒
」
詩
）
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
後
異
な
っ

た
伝
流
過
程
を
経
て
、
近
世
初
期
に
、
一
方
は
滑
稽
詩
（
「
寄
小
人
」
詩
）
に

翻
案
さ
れ
て
「
滑
稽
詩
文
」
に
収
録
さ
れ
（
詩
の
主
題
を
、
勧
学
か
ら
男
色
へ

転
換
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
面
白
味
を
狙
っ
た
。
五
山
文
学
に
お
い
て
、
時
代
が
く

だ
る
と
と
も
に
、
男
色
を
扱
っ
た
艶
詩
が
流
行
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ

う
。
r
滑
稽
詩
文
L
に
は
、
「
題
少
年
易
老
」
詩
（
古
柏
和
尚
作
）
と
い
う
句
題

詩
も
収
め
ら
れ
て
い
る
）
、
も
う
一
方
は
そ
の
ま
ま
r
五
鳳
集
」
に
収
録
さ
れ

た
。
　
－
　
こ
こ
ま
で
は
、
両
氏
の
共
通
理
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
柳
瀬
氏
は
、
明

治
期
の
教
科
書
編
纂
者
が
、
r
滑
稽
詩
文
j
所
収
の
「
寄
小
人
」
詩
を
、
詩
題

を
変
え
、
謝
霊
運
の
故
事
に
よ
る
「
芳
草
」
を
わ
ざ
わ
ざ
「
春
草
」
に
改
め

て
、
再
び
勧
学
詩
に
取
り
戻
し
て
、
作
者
を
大
儒
朱
貫
（
朱
子
）
に
仮
託
し
て

権
威
化
を
図
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
（
「
進
撃
軒
」
詩
を
見
て
、
教
材
に
採
択
し

た
な
ら
ば
、
詩
題
が
学
問
を
勧
め
る
言
辞
に
な
る
）
。
も
し
も
「
寄
小
人
」
詩

が
、
朱
子
の
「
偶
成
」
詩
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
当

時
、
「
偶
成
」
詩
も
含
め
て
、
朱
子
の
作
品
が
広
く
読
ま
れ
て
い
た
必
要
が
あ

る
。
室
町
五
山
の
禅
林
に
お
い
て
は
、
新
し
い
学
問
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
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と
は
言
え
、
朱
子
学
（
宋
学
）
　
が
、
正
統
な
学
問
と
し
て
公
認
さ
れ
、
流
行
し

た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

二
　
観
中
中
諦
作
「
進
学
斎
」
詩

柳
瀬
、
岩
山
両
氏
の
説
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
緻
密
で
あ
り
、
示
唆
に
富
ん

で
お
り
、
稿
者
の
説
と
も
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
る
の
で
、
上
記
の
如
く
そ
の

整
理
に
、
か
な
り
紙
面
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
か
ら
が
本
題
で
あ
る
。

稿
者
が
「
少
年
老
い
易
く
」
詩
に
避
退
し
た
の
は
、
観
中
中
諦
の
r
青
峰
集
」

（
梶
谷
宗
忍
氏
訳
注
r
観
中
録
・
青
峰
集
」
、
相
国
寺
、
昭
和
四
十
八
年
）
　
に
お

い
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、
題
名
は
「
進
学
斎
」
、
さ
ら
に
転
句
に
か
な
り
大
き

な
異
同
が
見
ら
れ
る
。

二
四
〇
〕
矧
判
剰

少
年
易
老
学
難
成
、
一
寸
光
陰
不
可
軽
、
枕
上
兼
醒
芳
州
夢
、
塘
前
梧
葉

巳
秋
芭

観
中
は
阿
波
の
出
身
で
、
観
応
元
年
〔
一
三
五
〇
〕
、
九
歳
の
時
に
上
京
し
、

夢
窓
疎
石
〔
一
二
七
五
～
二
二
五
二
　
に
面
謁
し
た
の
だ
が
、
翌
年
夢
窓
の
示

寂
に
あ
い
、
そ
の
後
は
関
東
、
京
都
、
阿
波
を
往
来
し
、
義
堂
や
春
屋
妙
罷

二
三
一
一
～
八
八
〕
　
に
師
事
し
た
。
途
中
、
応
安
六
年
二
三
七
三
〕
、
義
堂

の
勧
め
に
よ
り
入
元
し
た
が
、
時
恰
も
青
巾
の
乱
に
遭
い
、
帰
国
し
て
い
る
。

慕
慶
元
年
〔
二
二
八
七
〕
七
月
に
阿
波
の
補
陀
寺
（
諸
山
）
、
明
徳
二
年
二

三
九
二
七
月
十
八
日
に
等
持
寺
（
十
剃
）
　
に
任
し
、
そ
の
後
、
相
国
寺
慶
讃

の
十
高
僧
の
一
人
に
列
せ
ら
れ
、
応
永
七
年
〔
一
四
〇
〇
〕
三
月
八
日
に
は
相

国
寺
（
五
山
、
第
九
世
）
　
に
入
寺
し
た
。
相
国
寺
内
に
乾
徳
院
（
後
に
普
広
院

と
改
称
）
を
は
じ
め
、
嵯
峨
に
は
永
泰
院
を
開
い
た
。
応
永
十
三
年
四
月
三

日
、
永
泰
院
に
て
寂
す
。
寿
六
十
五
。
後
、
性
其
円
智
禅
師
と
勅
題
せ
ら
れ

た
。
r
碧
巌
集
」
抄
を
r
青
峰
集
J
と
言
う
説
と
、
語
録
・
詩
文
集
を
「
青
疇

集
」
と
言
う
説
が
あ
る
。
他
に
偽
項
が
一
首
、
横
川
景
三
二
四
二
九
～
九

三
〕
撰
r
百
人
一
首
」
に
採
ら
れ
て
お
り
、
r
三
体
詩
抄
」
も
あ
る
。
「
大
日
本

史
科
し
第
七
編
之
七
・
応
永
十
三
年
四
月
三
日
条
、
玉
村
竹
二
氏
「
五
山
羅
僧

侍
記
集
成
」
参
照
。

「
青
嘩
集
」
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
は
、
仮
に
後
者
の
説
に
従
う
。
こ
う
し

て
見
る
と
、
観
中
と
惟
肖
は
、
大
体
、
同
時
期
（
室
町
前
期
）
　
に
活
躍
し
て
い

る
が
、
惟
肖
の
r
東
海
璃
華
集
」
に
は
「
少
年
老
い
易
く
」
詩
は
収
録
さ
れ
て

お
ら
ず
、
r
滑
稽
詩
文
」
も
r
五
鳳
集
」
も
近
世
初
期
に
成
っ
た
も
の
な
の
で
、

現
段
階
で
は
、
こ
の
「
青
峰
集
」
が
、
当
該
詩
の
出
典
と
し
て
最
も
古
い
作
品

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
永
泰
院
は
廃
寺
と
な
っ
て
久
し
く
、
乾
徳
院

（
普
広
院
）
　
は
再
三
灰
臆
に
帰
し
て
い
る
の
で
、
観
中
関
連
の
作
品
は
皆
無
に

等
し
く
、
r
青
峰
集
」
は
孤
本
で
あ
る
。
そ
の
残
さ
れ
た
一
本
は
、
上
村
観
光

氏
蔵
本
を
大
正
三
年
〔
一
九
一
四
）
六
月
に
書
写
し
た
も
の
で
、
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
梶
谷
氏
は
、
相
国
寺
山
内
の
普
広
院
に
あ

る
、
そ
の
写
し
を
底
本
に
さ
れ
て
い
る
。
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三
　
張
束
「
進
学
斎
記
」
の
存
在

「
進
学
斎
」
詩
の
内
容
を
垣
間
見
る
。
ま
ず
は
転
句
が
「
枕
上
、
い
ま
だ
醒

め
ず
、
芳
州
の
夢
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。
柳
瀬
氏
も
引
用
さ
れ
て

（4）

い
た
が
、
例
え
ば
r
新
刊
錦
繍
段
抄
」
巻
一
・
節
序
　
節
亭
之
詩
三
十
有
二
首

に
は
、
冠
平
仲
の
「
春
日
の
作
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
「
白
昼
、
偶
々
芳
草
の

夢
を
成
す
。
起
き
来
た
れ
ば
、
幽
輿
、
新
詩
有
り
」
と
い
う
起
承
句
に
対
し

て
、
「
謝
霞
遅
カ
。
弟
ノ
。
謝
悪
道
こ
。
永
嘉
西
－
堂
ニ
テ
。
夢
中
二
逢
テ
。

・
－
1
ス

池
塘
春
草
生
ト
云
句
ヲ
得
ル
故
事
也
。
未
謝
霞
運
ノ
墓
こ
有
レ
之
。
新
詩
ハ
。

－
ス

池
坊
芳
草
生
ノ
句
欺
。
（
下
略
）
」
と
い
う
抄
文
が
付
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

当
時
は
「
芳
草
の
夢
」
か
ら
だ
け
で
も
、
謝
霊
運
の
故
事
は
想
起
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
と
、
す
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
　
「
池
塘
芳
　
（
春
）
　
革
の
夢
」
と
作
る
の

は
、
少
し
ば
か
り
ま
わ
り
く
ど
い
よ
う
な
気
が
す
る
　
（
そ
れ
こ
そ
稚
拙
な
印
象

を
受
け
る
）
。
し
か
も
、
当
該
詩
で
は
「
典
故
が
そ
れ
本
来
の
意
味
を
伝
え
ず

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
有
し
て
い
る
原
義
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
の
意
に
使
っ

て
い
る
」
の
で
、
こ
こ
で
謝
霊
運
の
故
事
を
強
調
す
る
こ
と
に
、
首
を
傾
げ
ざ

る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
解
釈
は
そ
れ
程
大
差
は
無
く
、
枕
元
で
、
池
の
畔
で

よ
い
香
り
の
す
る
草
が
生
え
る
と
い
う
夢
か
ら
、
い
ま
だ
に
醒
め
や
ら
な
い
う

ち
に
、
と
で
も
な
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
詩
題
の
「
進
学
斎
」
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
書
斎
の
名
称
で
あ
る
。
「
青

嘩
集
」
に
は
、
こ
の
他
に
も
寮
合
や
書
斎
を
詠
じ
た
作
品
が
含
ま
れ
（
「
無
為

軒
」
〔
六
三
〕
、
「
嵐
光
軒
」
〔
一
二
九
〕
）
、
「
進
学
斎
」
は
観
中
周
辺
、
例
え
ば

乾
徳
院
や
永
泰
院
の
中
に
あ
っ
た
彼
の
昏
嘉
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
横
川
が
撰
し
た
、
五
山
文
学
版
r
百
人
一
首
」
　
に
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
詩
が
あ
る
。
同
書
は
文
明
年
間
〔
一
四
六
九
～
八
六
〕
　
の
後
半
成
立
、

中
世
禅
林
の
詩
僧
を
百
人
選
び
、
各
一
首
（
す
べ
て
七
言
絶
句
）
を
挙
げ
た
詩

選
集
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）
　
で
あ
る
。

讃
張
父
讃
進
撃
蔚
記

澹
泊
注
洋
砕
語
道
。

若
陳
進
撃
新
中
力
。

梅
室

蘇
公
門
下
抜
其
尤
。

隻
手
須
回
元
祐
舟
。

（
r
続
群
書
類
従
」
第
十
二
輯
上
）

【
注
】
讃
－
神
宮
文
庫
本
・
国
会
図
書
館
鶏
軒
文
庫
本
等
「
潜
」
、
江
－
鵠

軒
文
庫
本
「
班
」
、
砕
－
神
宮
文
庫
本
・
慶
安
三
年
〔
一
六
五
〇
〕

九
月
刊
本
等
「
辞
」
、
遺
－
神
宮
文
庫
本
・
鶏
軒
文
庫
本
等
「
遵
」
、

尤
1
版
本
ナ
シ
、
蔚
⊥
兄
都
大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
本
「
蔵
」
。

日
比
野
純
三
氏
r
校
本
百
人
一
首
（
稿
）
」
　
（
島
津
忠
夫
氏
監
修
r
日

本
文
学
説
林
」
（
和
泉
書
院
、
昭
和
六
十
一
年
）
所
収
）
　
に
よ
る
。

こ
の
詩
に
よ
る
と
、
「
進
学
斎
の
記
」
と
い
う
文
章
が
、
当
時
、
五
山
禅
僧

の
間
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
梅
室
」
と
は
梅
重
囲
芳
（
浦
雲
長

治
－
竺
雲
囲
心
－
銀
舟
園
般
1
梅
室
。
玉
村
氏
r
五
山
繹
林
宗
派
闘
」
（
思
文

閣
出
版
、
昭
和
六
十
年
）
に
よ
る
）
。
r
続
群
書
類
従
」
　
の
翻
刻
本
に
は
誤
植
が

多
い
。
日
比
野
氏
の
ご
報
告
に
よ
る
と
、
「
父
」
字
に
関
す
る
注
記
は
無
い
が
、
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実
は
「
張
父
讃
（
潜
）
」
は
「
張
文
潜
（
張
采
）
」
の
誤
謬
で
あ
る
。
張
末
〔
一

〇
五
四
～
二
一
四
〕
、
号
は
河
山
、
字
は
文
潜
、
宋
の
楚
州
推
陰
（
江
蘇
省

准
陰
）
　
の
出
身
で
あ
る
。
蘇
門
四
学
士
（
張
末
の
他
は
、
黄
庭
堅
・
秦
観
・
見

補
之
）
　
の
一
人
。
ち
な
み
に
梅
室
詩
の
承
句
「
蘇
公
門
下
に
其
の
尤
を
抜
く
」

は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
起
句
の
「
澹
泊
、
江

洋
、
語
道
（
遵
）
を
砕
く
」
は
、
中
華
書
局
本
r
蘇
拭
文
集
」
巻
四
十
九
所
収

の
「
張
文
潜
聯
丞
に
答
ふ
る
書
」
に
「
故
に
江
洋
澹
泊
、
一
唱
三
嘆
の
声
有
り

て
、
其
の
秀
傑
の
気
、
終
に
没
す
べ
か
ら
ず
。
」
と
あ
る
の
に
拠
る
だ
ろ
う
。

張
束
は
微
宗
の
時
、
太
常
少
卿
に
な
り
、
後
に
穎
州
・
汝
州
の
長
官
と
な
っ

た
。
詩
は
平
淡
で
あ
る
こ
と
に
つ
と
め
て
自
店
易
に
な
ら
い
、
楽
府
は
張
籍
に

な
ら
っ
た
と
い
う
。
著
作
に
「
宛
丘
集
」
「
両
漢
爽
疑
L
 
r
詩
説
」
が
あ
る
。
「
宋

（5）

史
」
巻
四
百
四
十
四
、
「
張
束
集
J
　
（
中
華
書
局
）
　
の
「
附
録
一
年
譜
」
、
寛

文
生
・
野
村
鮎
子
氏
F
四
庫
提
要
北
宋
五
十
家
研
究
」
　
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

〇
年
）
参
照
。

（6）

さ
て
、
義
堂
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
禅
僧
が
閲
覧
し
引
用
し
て
い
る
、

末
の
祝
櫓
の
福
し
た
類
書
r
事
文
類
宋
」
の
中
に
、
張
束
の
「
進
学
斎
の
記
」

を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
r
張
束

集
」
巻
五
十
に
お
い
て
は
、
題
名
が
「
進
蔚
記
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
は
一

部
、
重
要
な
箇
所
が
欠
落
し
て
い
る
。

進
撃
蔚
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
文
潜

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

ト

シ

テ

　

　

ト

云

コ

ト

　

ハ

　

　

ニ

　

ノ

　

　

ル

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

ト

シ

テ

　

　

上

云

コ

ト

古
之
君
子
。
無
二
須
臭
　
而
不
一
レ
撃
。
故
其
焉
レ
徳
、
無
二
須
央
　
而
不
一
レ

マ

　

　

ナ

　

ナ

　

　

ニ

シ

ナ

ー

え

　

　

　

　

　

ナ

ハ

　

　

　

一

シ

ナ

’

　

へ

進
。
剋
鳴
而
興
、
暮
夜
　
而
休
。
一
日
之
間
。
出
則
准
レ
官
治
レ
民
、
畢
一

一

　

ス

　

　

【

　

一

六

　

　

ツ

リ

ノ

ニ

　

　

チ

ノ

’

　

　

ヘ

　

ノ

　

’

師
友
一
、
野
二
賓
客
一
。
入
別
事
二
其
親
一
、
撫
二
其
家
∴
教
二
其
幼
陵
一
、

ト

　

ノ

　

　

’

　

　

；

ン

テ

ノ

　

　

　

　

　

　

’

°

〃

振
二
其
族
姻
一
。
輿
国
夫
諦
二
説
講
三
梓
上
世
聖
賢
之
言
語
文
章
、
制
度
服

’

　

　

　

　

ス

ル

ト

キ

ハ

　

　

ー

ー

ン

　

　

’

　

　

シ

キ

　

　

’

物
一
。
而
燕
架
　
則
御
二
琴
芳
一
、
布
二
楢
盟
一
。
拝
府
升
降
、
酬
酢
相

t
r
シ
テ
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
モ
　
　
　
　
ト
云
コ
ト
　
　
　
ヒ
　
　
ノ
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
ノ
　
　
’

偶
。
勉
勉
扱
汲
、
無
丁
須
央
之
間
、
不
丙
習
二
其
事
一
、
撃
恵
理
∴

シ

テ

ノ

　

　

ワ

　

　

　

七

　

ノ

　

ー

　

シ

ノ

　

　

　

　

ト

シ

テ

　

　

ル

コ

ト

ノ

’

通
二
其
曲
折
一
、
而
服
乙
其
訓
戒
甲
。
蓋
共
学
無
三
頃
刻
　
而
去
二
其
心
一
。

ス

リ

ノ

　

　

ル

ノ

ミ

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ク

ナ

　

ク

イ

　

　

　

シ

ノ

　

　

’

非
二
特
其
述
然
一
也
。
安
居
無
事
。
精
思
而
探
念
。
矯
二
揉
其
心
志
一
。

シ

ノ

　

　

’

　

　

　

　

ノ

　

　

ワ

　

　

シ

テ

　

ノ

　

　

’

　

テ

　

テ

調
二
服
其
血
気
一
。
観
二
天
地
之
道
一
。
察
二
萬
物
之
理
一
。
以
究
二
道
徳
之

’

　

　

　

ス

ん

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ニ

ノ

ナ

リ

　

　

タ

ヨ

リ

　

’

　

ノ

　

　

ス

ル

微
妙
一
。
而
通
二
性
命
死
生
之
始
終
一
者
。
亦
末
三
始
有
二
頃
刻
之
休
一
。

ノ
　
ニ
　
ノ
　
　
　
く
二
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
シ
　
　
シ
テ
　
ノ
　
　
ル
　
　
マ
　
　
　
ス
ル
ト
キ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
タ
、

是
政
其
徳
日
進
而
不
レ
可
レ
止
。
蓋
自
二
其
不
一
レ
息
而
察
レ
　
之
、
則
豊
特

′

ユ

一

・

ム

ラ

キ

ノ

ヤ

　

　

　

ノ

　

　

　

ー

ス

ル

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

ル

　

　

ル

　

　

l

日
進
　
也
哉
。
宏
之
所
レ
達
、
過
二
其
旦
一
。
夜
所
レ
得
、
加
二
於
哺
一
。

一

　

　

　

　

ノ

　

ナ

ラ

ン

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

子

ン

テ

　

　

　

　

　

　

ヒ

ヨ

ラ

豊
特
旦
暮
哺
夜
之
別
　
哉
。
一
語
一
黙
、
一
起
居
、
而
新
政
不
二
相
襲
一

シ

チ

ノ

タ

ん

　

　

　

ル

了

7

　

　

1

　

　

シ

ノ

　

　

カ

　

　

一

こ

シ

テ

ハ

　

　

シ

兵
。
自
二
其
馬
手
士
而
至
二
聖
人
一
。
如
三
日
之
運
二
於
天
一
。
小
　
之
焉
二

ノ

　

　

　

　

ワ

　

　

ニ

シ

テ

ハ

　

　

　

　

ス

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

’

　

　

上

て

　

　

こ

シ

テ

　

　

　

ス

ル

ト

キ

ハ

ヲ

旦
夜
中
炭
之
欒
一
。
大
　
之
扇
一
寒
暑
春
秋
之
異
一
。
然
微
細
而
察
レ
之
、

ノ

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ス

ル

　

ン

L

r

　

　

《

則
雄
レ
求
二
重
走
練
忽
之
間
一
両
不
レ
可
レ
得
。
鳴
呼
、
士
之
欲
レ
進
二
於
道
一
。

シ

　

　

l

「

ン

テ

ノ

　

ニ

ル

ト

キ

ハ

　

　

　

二

－

七

リ

　

　

　

ノ

其
動
苦
勉
強
。
蓋
必
如
レ
是
而
後
至
、
則
亦
巳
努
臭
。
後
世
之
士
、
其

ル

コ

ト

　

ラ

　

　

　

ー

　

　

　

　

シ

．

ノ

貴

　

　

ノ

不
レ
至
二
於
聖
人
一
也
、
亦
可
レ
知
夫
。
古
之
君
子
、
飲
食
瀞
観
疾
病
死
生

タ

テ

ン

ハ

ラ

　

ラ

　

　

一

　

　

　

シ

テ

　

7

ト

キ

ハ

　

　

ワ

　

　

　

ノ

　

モ

之
際
、
車
膏
不
一
レ
在
二
於
撃
一
。
士
合
食
而
間
二
役
蒸
∴
則
飲
食
之
際

タ

テ

ン

ハ

ア

ウ

　

ラ

ニ

　

　

　

　

シ

　

　

　

l

　

シ

ァ

　

ル

ト

キ

ハ

　

　

　

ノ

　

モ

未
二
嘗
不
一
レ
在
レ
撃
也
。
曾
智
風
二
乎
舞
等
一
、
詠
而
錆
、
別
添
観
之
際

’

　

テ

　

ン

ハ

7

ラ

　

ビ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

テ

　

　

フ

ル

ト

キ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

モ

　

　

タ

　

チ

末
二
嘗
不
予
撃
也
。
曾
子
病
而
易
二
大
夫
之
軍
、
則
疾
病
之
際
未
二
嘗

ン

ハ

7

ウ

．

ビ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

シ

ノ

　

　

’

　

　

　

ス

ノ

　

　

’

不
車
撃
也
。
今
之
所
謂
学
者
、
既
剰
二
盗
其
皮
膚
一
、
撰
二
按
其
土
豊
一
。
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－

ス

レ

ハ

　

　

　

ノ

　

　

　

一

　

l

　

　

シ

　

ツ

　

　

　

　

　

　

シ

7

　

　

　

　

7

　

’

　

　

　

タ

　

ナ

ラ

　

テ

．

・

　

テ

　

　

ル

比
二
於
古
之
人
一
大
可
レ
悦
臭
。
然
少
而
習
レ
之
。
未
レ
幾
見
而
自
以
須
豪

シ
テ

ト

　

　

　

ュ

　

ナ

リ

　

　

　

シ

テ

　

　

ル

ト

キ

ハ

　

　

　

シ

ナ

　

　

　

　

ツ

　

’

　

　

二

シ

テ

　

　

ル

ト

キ

ハ

　

　

　

ニ

シ

テ

成
一
者
十
九
也
。
冠
而
仕
、
則
冠
而
東
レ
之
。
壮
　
而
仕
、
則
壮
　
而

ツ

ワ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

’

　

　

一

ツ

　

一

ル

ノ

　

一

　

一

　

ノ

棄
レ
之
。
以
二
其
滅
裂
筍
倫
之
習
一
。
而
壷
捨
二
於
既
仕
之
日
一
。
故
後
世

ナ

ル

ト

キ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ス

レ

ハ

’

之
君
子
、
大
抵
従
仕
数
年
　
、
則
言
語
笑
貌
嗜
慾
玩
習
之
際
。
比
二
之

ノ

　

ノ

　

　

　

’

ミ

　

ク

ル

　

l

l

一

二

　

ナ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

進
取
之
初
。
以
レ
儒
自
名
著
一
。
圃
巳
大
異
臭
。
古
之
君
子
、
共
学
也
。

ハ

　

ナ

　

　

ノ

　

’

　

　

　

ハ

　

ナ

　

　

ム

　

’

　

　

　

　

　

　

7

　

く

　

シ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

ル

　

く

　

テ

　

　

　

　

　

　

ス

コ

ト

内
以
傭
レ
身
、
外
以
治
レ
人
。
所
レ
撃
愈
高
。
所
レ
治
益
怖
、
而
成
レ

’

く

シ

　

ノ

ニ

　

　

ツ

ト

キ

ハ

　

　

ー

　

　

　

　

　

7

ル

ノ

’

功
愈
崇
。
是
故
君
子
立
二
於
世
一
、
則
天
下
被
二
其
福
一
。
鳴
呼
、
三
代
之

ヘ

　

　

ノ

　

　

シ

ナ

ニ

ハ

レ

　

一

　

　

　

　

　

ム

　

　

ニ

ノ

衰
。
儒
者
之
功
不
三
大
見
二
於
世
一
。
而
生
民
之
望
二
於
君
子
者
。
末
レ
龍
三

ス

ル

コ

ト

ノ

　

’

　

一

ス

ヤ

ノ

　

　

　

タ

ラ

　

　

　

　

タ

　

　

7

、

厭
二
滴
　
其
欲
一
。
岩
非
二
士
之
撃
未
レ
至
而
道
来
旨
立
哉
。
嗟
平
、
民
之

シ
ナ

ル

ト

キ

ハ

　

　

ノ

　

　

　

ー

　

　

ノ

　

　

ん

　

ノ

　

ン

ヤ

　

ル

　

メ

帆
威
。
係
二
於
遺
撃
之
成
否
一
。
則
夫
之
翁
レ
士
者
可
レ
不
レ
勉
欺
。
武
功
オ

乙
聖
余
官
討
皮
平
一
一
一
這
嘉
所
い
乱
之
酉
∵
即
五
里
而
完
山
を

駈
勘
以
軋
り
考
於
レ
藍
取
一
ナ
葡
章
口
史
∵
旦
卦
討
つ
一
一
一
。
有
二
踊
乱
之

博
一
e
有
軋
ウ
草
差
別
啓
鞍
私
刑
崗
㍉
朝
夕
鹿
ン
平
討
っ
て

取
完
面
積
を
其
勘
．
嘲
ハ
也
別
田
定
紋
十
〇
監
畢
り
一
軒
臣
で

所
定
て
経
㌘
臣
シ
耐
吾
在
憲
也
。
鮎
胤
乱
甘
紅
取
ン
乱
旦
両

名
い
お
目
首
畢
∵
両
耳
ス
一
札
討
て
顛
朝
生
畢
ノ
一
ル
白
l
菅
」
す

（
r
和
刻
　
古
今
事
文
類
衆
　
別
集
（
国
文
学
研
究
資
料
文
庫
1
1
）
」

巻
之
一
・
学
術
、
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
）

傍
線
部
（
r
張
束
集
」
で
は
欠
落
し
て
い
る
）
　
に
注
目
す
る
と
、
張
束
は
元

豊
八
年
〔
一
〇
八
五
〕
、
三
十
二
歳
の
時
に
、
役
人
と
し
て
成
平
（
遼
寧
省
関

原
）
に
赴
き
、
そ
の
住
居
の
西
側
を
き
れ
い
に
し
て
、
詩
啓
や
古
史
を
取
っ

て
、
悉
く
そ
の
中
に
陳
列
し
た
。
詞
習
す
る
た
め
の
窓
や
、
休
む
た
め
の
席
が

有
り
、
暑
い
時
は
扉
を
開
き
、
寒
い
時
は
北
窓
を
塞
い
だ
。
朝
か
ら
晩
ま
で
い

つ
も
そ
の
書
斎
の
中
に
居
て
、
書
物
を
手
に
取
っ
て
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
。

ひ
ど
く
疲
れ
た
時
は
席
に
着
い
て
休
み
、
平
日
得
る
所
を
深
く
反
窮
し
て
、
一

日
と
し
て
こ
の
書
斎
に
い
な
い
こ
と
は
無
か
っ
た
と
い
う
。
彼
は
怠
惰
な
の

で
、
古
人
と
同
様
の
方
法
を
取
り
、
こ
の
書
斎
を
「
進
学
」
と
名
付
け
て
、
そ

の
説
を
害
し
た
。
願
わ
く
は
、
朝
夕
に
自
ら
を
い
ま
し
め
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
と
い
う
。
と
、
い
う
の
も
、
古
の
君
子
は
、
須
央
と
し
て
学
ば
な
い
こ
と
は

無
く
、
そ
れ
は
例
え
ば
、
飲
食
、
遊
観
、
疾
病
、
死
生
に
際
し
て
も
、
い
ま
だ

か
つ
て
学
ば
な
い
と
い
う
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
徳
も
、
須
史

と
し
て
停
滞
す
る
こ
と
は
無
く
、
士
人
が
聖
人
に
至
る
の
は
、
太
陽
が
天
を
め

ぐ
る
が
如
く
、
さ
も
自
然
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
引
き
換
え
、
後
世

の
君
子
、
今
の
い
わ
ゆ
る
学
者
は
、
聖
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

は
、
本
気
で
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
大
抵
、
数
年

間
従
仕
す
る
と
、
言
語
、
笑
貌
、
噂
慾
、
玩
習
の
い
ず
れ
を
採
っ
て
も
、
進
取

の
気
象
が
あ
っ
て
、
儒
教
で
以
っ
て
自
ら
を
言
い
表
し
て
い
る
者
に
比
べ
る

と
、
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
古
の
君
子
の
学
び
の
姿
勢
は
、
内
に
対
し
て
は

我
が
身
を
修
め
、
外
に
対
し
て
は
人
民
を
治
め
、
学
ぶ
所
は
い
よ
い
よ
高
く
、

治
め
る
所
は
ま
す
ま
す
修
め
て
、
功
を
成
す
こ
と
は
い
よ
い
よ
崇
高
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
君
子
が
世
に
立
つ
時
は
、
天
下
が
そ
の
幸
福
を
被
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
夏
・
股
・
周
の
三
代
以
降
、
儒
者
の
功
績
が
世
に
あ
ら
わ
れ
て
お
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ら
ず
、
人
民
の
望
み
を
満
た
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
士
人
の
学
が
い
ま
だ
に

至
ら
ず
、
道
が
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
民
の
喜
憂
は
、
道
学
の
成
否
に
か

か
っ
て
い
る
。

観
中
が
、
張
末
の
書
斎
で
あ
る
「
進
学
斎
」
を
念
頭
に
置
い
て
、
「
少
年
老

い
易
く
」
詩
を
作
っ
た
こ
と
は
、
碓
実
に
言
え
る
と
思
う
。
言
わ
ば
、
「
進
学

斎
」
　
の
斎
号
項
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
た
だ
し
、
「
進
学
嘉
の
記
」
　
の
中
に
、

関
連
記
事
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
「
進
学
斎
の
記
」
は
、
儒
家
の
立
場
に
基
づ

い
て
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
張
采
が
同
時
代
の
儒
者
の
態
度

に
危
械
感
を
抱
き
、
進
学
斎
に
お
い
て
一
日
と
し
て
休
む
こ
と
な
く
、
真
撃
な

態
度
で
も
っ
て
学
問
に
精
進
し
た
こ
と
に
深
く
共
感
し
て
、
観
中
は
「
少
年
老

い
易
く
」
詩
を
詠
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
こ
れ
は
勧
学
の
詩
で
あ
る
。

四
　
『
翰
林
五
鳳
集
し
の
編
集
方
針
管
見
、
惟
肖
得
巌
の
メ
モ
癖

こ
こ
ま
で
来
る
と
、
一
つ
大
き
な
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か

れ
る
だ
ろ
う
。
「
少
年
老
い
易
く
」
詩
を
観
中
中
諦
の
作
と
仮
定
す
る
と
、
そ

れ
が
一
体
ど
う
し
て
、
惟
肖
得
巌
の
作
と
し
て
r
翰
林
五
鳳
集
」
に
収
録
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
点
を
ク
リ
ア
で
き
な
け
れ
ば
、
当
該
詩
を
観

中
の
作
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

r
五
鳳
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
惟
肖
の
作
品
で
、
彼
の
外
集
で
あ
る
r
東

海
塙
華
集
」
に
確
認
で
き
な
い
も
の
は
、
「
進
撃
軒
」
詩
の
他
に
も
、
多
数
存

在
す
る
。
た
だ
し
、
今
の
と
こ
ろ
他
人
の
作
が
、
惟
肖
の
作
と
し
て
「
五
鳳

集
j
に
収
録
さ
れ
て
い
る
用
例
は
、
見
出
し
得
て
い
な
い
。
r
五
鳳
集
」
に
関

（7）

し
て
は
、
蔭
木
英
雄
氏
に
一
連
の
ご
労
作
が
あ
り
、
「
成
立
の
事
情
」
や
「
撰

者
」
、
「
書
写
」
、
「
構
成
及
び
作
者
」
に
つ
い
て
綿
密
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

仝
六
十
四
巻
で
収
録
作
品
数
や
作
者
数
（
二
〇
四
名
）
が
膨
大
な
た
め
で
あ
ろ

う
、
残
念
な
が
ら
収
集
源
や
編
集
態
度
に
つ
い
て
の
記
述
は
無
い
。
大
日
本
仏

（8）

教
全
書
本
「
五
鳳
集
」
は
「
誤
字
誤
植
の
多
い
悪
本
」
で
あ
る
が
、
試
み
に
絶

海
の
作
品
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
r
五
鳳
集
」
　
の
収
集
源
や
編
集
態
度
の
傾
向

を
探
っ
て
み
た
い
。
絶
海
の
「
蕉
堅
素
」
　
の
伝
本
は
同
一
系
統
で
、
い
ず
れ
も

五
山
版
か
ら
派
生
し
て
い
る
。
当
然
、
詩
文
の
取
捨
に
よ
る
異
同
も
無
く
、
配

（9）

列
順
序
も
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
加
え
て
、
詩
の
総
数
も
少
な
い
の
で
　
（
計
一
七

二
首
、
他
作
七
首
を
含
む
）
、
調
査
す
る
の
に
非
常
に
便
利
で
あ
る
。

紙
数
の
都
合
上
、
こ
こ
で
調
査
結
果
の
全
貌
を
紹
介
す
る
こ
と
は
避
け
る

が
、
題
名
や
作
者
名
が
無
い
詩
が
散
見
し
た
り
、
七
言
律
詩
（
「
蒸
堅
素
」
三

十
五
番
詩
）
を
絶
句
二
首
分
と
し
て
収
録
す
る
　
（
巻
第
六
十
四
）
　
な
ど
、
r
五

鳳
集
」
　
の
か
な
り
杜
撰
な
編
集
態
度
が
露
呈
さ
れ
た
。
同
集
に
　
「
蕉
堅
藁
」
収

載
詩
は
、
全
一
七
二
首
中
一
四
四
首
収
め
ら
れ
て
い
て
、
r
薫
堅
藁
J
に
未
収

録
の
詩
は
、
「
五
鳳
集
」
巻
第
四
十
八
に
三
首
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
「
歪

馬
障
子
　
二
首
」
は
、
横
川
景
三
の
「
小
補
東
遊
集
」
　
（
「
五
山
文
学
新
集
j
第

一
巻
所
収
）
　
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
岩
山
氏
は
、
「
五
鳳
集
」
　
の
作
者

の
信
憑
性
は
割
合
高
い
と
い
っ
た
旨
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
同
集
所

収
の
「
進
撃
軒
」
詩
を
、
無
条
件
に
惟
肖
作
と
断
定
す
る
の
は
、
柳
か
危
険
な
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よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
r
蕉
堅
藁
j
八
十
九
番
詩
は
、
r
五
鳳
集
」
の
巻
第
十
九
と
巻
第
四
十

一
に
重
複
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
少
し
く
異
同
が
あ
る
。

○
蘭
生
幽
谷
猫
開
花
。
諸
々
図
番
堪
自
誇
。
寂
莫
楚
江
無
逐
客
。
孤
芳
移
村

野
僧
家
。
秋
蘭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絶
　
海
（
巻
第
十
九
）

○
蘭
生
幽
谷
猫
開
花
。
諾
々
園
香
堪
自
誇
。
寂
莫
楚
江
無
逐
客
。
孤
芳
移
刃

埜
僧
衣
。
僧
窟
移
蘭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絶
　
海
（
巻
第
四
十
こ

こ
れ
は
明
ら
か
に
編
集
ミ
ス
で
あ
ろ
う
が
、
ミ
ス
か
ら
顕
在
化
し
て
来
る
事

柄
が
あ
る
の
は
面
白
い
。
じ
つ
は
、
「
蕉
堅
藁
」
の
八
十
九
番
詩
は
、
r
花
上

集
」
（
r
続
群
書
類
従
」
第
十
二
輯
上
所
収
）
に
も
採
ら
れ
て
い
て
、
r
五
鳳
集
」

の
巻
第
四
十
一
収
載
詩
は
、
こ
れ
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
巻
第
十
九
収
載

詩
は
r
蕉
堅
藁
」
　
に
よ
る
）
。
な
ぜ
な
ら
、
異
同
が
認
め
ら
れ
る
詩
題
と
結
句

（10）

が
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
r
花
上
集
J
は
r
百
人
一
首
」
と
同
じ
く
、

室
町
中
期
の
五
山
禅
僧
二
十
名
の
七
言
絶
句
を
各
十
首
ず
つ
、
合
計
二
百
首
集

め
た
詩
選
集
で
あ
る
。
某
僧
が
建
仁
寺
の
少
年
僧
文
挙
契
選
の
た
め
に
編
集

し
、
横
川
が
命
名
し
た
（
彦
龍
周
輿
〔
一
四
五
八
～
九
二
　
の
序
文
に
よ
る
）
。

長
享
三
年
二
四
八
九
〕
成
立
。
ま
た
、
「
五
鳳
集
」
の
按
文
に
、

本
邦
所
二
選
纂
一
。
有
二
百
人
一
首
。
花
上
集
之
南
欧
一
。
近
代
風
騒
者
宿

蹴
レ
之
。
取
下
有
レ
補
二
於
詩
道
一
者
上
。
姦
程
三
共
精
一
録
レ
之
。
然
別
繹

必
通
レ
詩
。
詩
必
通
レ
韓
。
碍
詩
共
有
二
妙
悟
一
。
豊
不
レ
快
平
。

（
訓
点
は
私
に
施
し
た
）

と
い
う
文
章
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
五
鳳
集
j
の
収
集
源
の
一
つ
と
し
て
「
花

上
集
」
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
合
わ
せ
て
「
百
人
一
首
」
も
収

集
源
の
一
つ
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
、
い
う
の
は
、
「
五
鳳
集
」

に
一
首
し
か
探
ら
れ
て
い
な
い
禅
僧
の
詩
の
大
部
分
、
例
え
ば
汝
霧
妙
佐
「
梅

花
帳
」
（
巻
第
六
）
、
郡
隠
慧
意
「
除
夜
有
所
思
」
（
巻
第
二
十
三
）
、
古
剣
妙
快

「
招
人
」
　
（
巻
第
二
十
五
）
、
無
求
周
仲
「
寄
故
人
」
（
巻
第
三
十
八
）
、
中
若
円

月
「
壇
浦
」
（
巻
第
五
十
三
）
、
寂
重
元
光
「
畜
金
籠
（
蔵
）
山
壁
」
（
巻
第
五

十
四
）
等
、
そ
れ
か
ら
観
中
中
詩
の
「
賛
王
荊
公
」
（
巻
第
六
十
一
）
も
「
百

人
一
首
」
に
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
す
で
に
堀
川
貴
司
氏
が
指

へ
〓
－

摘
さ
れ
た
　
「
等
持
院
屏
風
賛
」
（
r
五
山
文
学
新
集
」
別
巻
T
「
詩
軸
集
成
」
所

収
）
か
ら
採
っ
た
一
首
（
夢
窓
疎
石
「
諸
大
老
十
二
景
之
眞
跡
在
北
山
等
持

院
／
済
湘
夜
雨
」
八
巻
第
五
十
二
）
、
無
感
至
存
（
孝
）
　
「
山
市
晴
嵐
」
（
同
上
）
、

乾
峯
士
曇
「
題
名
ナ
シ
」
八
巻
第
四
十
六
）
等
）
も
あ
る
。
以
上
、
稿
者
は
、

現
段
階
で
は
、
r
五
鳳
集
」
の
収
集
源
と
し
て
各
禅
僧
個
人
の
外
集
（
散
供
し

た
も
の
や
、
未
発
見
の
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
）
、
「
等
持
院
屏
風
賛
」
に
加
え

て
、
r
百
人
一
首
」
と
「
花
上
集
」
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
精
査
を
重
ね
れ

ば
、
新
た
な
収
集
源
を
追
加
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
他
日
に
期

し
た
い
と
思
う
。

稿
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
拙
稿
で
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、

建
仁
寺
両
足
院
蔵
r
東
海
璃
華
集
（
絶
句
）
」
は
、
非
常
に
興
味
深
い
本
で
あ

る
。
本
の
構
成
は
、
少
々
複
雑
で
あ
る
。
玉
村
氏
の
「
解
題
」
を
参
考
に
し
て
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縄
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
惟
肖
得
巌
の
七
言
絶
句
。
二
〇
九
首
。

二
、
惟
肖
の
五
言
絶
句
。
二
二
首
。

1
二
、
二
は
、
史
料
編
纂
所
本
r
東
海
攻
撃
集
」
所
収
の
も
の
と
多
少
出

入
り
が
あ
る
。
文
言
に
も
多
少
の
相
違
が
あ
る
。

三
、
江
西
龍
派
〔
一
三
七
五
～
一
四
四
六
〕
　
の
七
言
絶
句
お
よ
び
七
言
律

詩
。
一
〇
〇
首
（
実
際
は
八
五
首
）
。

1
先
輩
僧
惟
肖
に
里
示
し
て
、
添
削
を
求
め
た
も
の
。

四
、
俗
詩
　
（
五
言
絶
句
）
。
六
四
首
。
【
例
】
東
方
軋
・
司
空
園
・
韓
應
物

（
蘇
州
）
・
貫
休
（
祀
月
大
師
）
・
陸
忽
蒙
・
李
商
隠
（
義
山
）
等
。

五
、
惟
肖
の
先
輩
五
山
僧
の
七
言
絶
句
。
一
〇
六
首
。
【
例
】
義
堂
周
信
・

絶
海
中
津
・
無
求
周
仲
・
雲
渓
支
山
・
凱
中
中
諦
・
中
巌
図
月
等
。

そ
し
て
玉
村
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
本
は
、
江
戸
初
期
の
扁
本
で
あ
る
が
、
そ
の
親
本
と
な
っ
た
本
は
、

或
は
惟
肖
の
革
稿
本
で
あ
っ
た
か
と
も
思
は
れ
る
。
そ
の
故
は
、
こ
の
本

に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
の
惟
肖
の
作
品
以
外
の
も
の
は
、
一
見
雑
然
と
古

き
つ
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
て
、
賓
は
い
づ
れ
も
惟
肖
に
関
係
の

（
マ
マ
）

あ
る
も
の
ば
か
り
で
、
江
西
龍
派
の
作
品
は
惟
肖
に
呈
似
さ
れ
た
も
の
、

俗
詩
は
惟
肖
が
諸
本
渉
猟
の
際
書
留
め
て
お
い
た
覚
え
、
義
堂
・
絶
海
等

の
詩
は
、
作
品
が
い
づ
れ
も
惟
肖
に
関
係
の
探
い
人
の
も
の
ば
か
り
で
あ

る
か
ら
、
惟
肖
が
先
輩
の
作
品
を
勉
学
の
た
め
に
抜
拳
し
て
座
右
に
備
へ

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
て
見
る
と
、
こ
の
本
は
惟
肖

自
筆
手
澤
の
草
稿
本
の
悌
を
つ
た
へ
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
（
以

下
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
〇
一
頁
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
惟
肖
に
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
メ
モ
癖
″
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な

性
質
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
本
に
は
、
中
国
の
詩
人
や
、
江

西
龍
派
、
五
山
の
先
輩
僧
の
詩
が
メ
モ
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
観
中
に
関
し

て
は
、
「
許
由
乗
瓢
園
」
（
a
）
、
「
中
秋
前
一
日
寄
穎
川
」
（
b
）
、
「
淵
明
種
柳

園
」
　
（
C
）
、
「
送
行
」
　
（
d
）
と
い
う
四
首
が
記
さ
れ
て
い
る
　
（
記
号
は
私
に
施

し
た
）
。
こ
の
う
ち
C
詩
は
、
先
の
梶
谷
氏
「
観
中
録
・
青
峠
集
」
に
見
受
け

ら
れ
ず
、
残
り
の
詩
は
、
題
名
や
、
詩
句
の
文
字
に
異
同
が
あ
る
　
（
a
詩
は

「
棄
瓢
園
」
　
〔
八
〇
〕
、
b
詩
は
「
八
月
十
四
夜
寄
人
」
　
〔
九
二
〕
、
d
詩
は
「
話

別
」
　
〔
八
九
〕
）
。
さ
ら
に
想
像
を
達
し
く
す
る
と
、
惟
肖
は
、
勉
学
の
際
、
先

輩
僧
観
中
の
「
進
学
斎
」
詩
を
メ
モ
し
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
惟
肖
の
作
品

と
混
同
し
て
し
ま
い
、
r
五
鳳
集
」
　
に
採
集
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
そ
の
際
、
詩
題
の
　
「
進
学
斎
」
が
「
進
学
軒
」
に
、
ま
た
転
句
の
　
「
枕

上
未
醒
芳
押
夢
」
が
「
末
蛍
池
塘
芳
草
夢
」
に
書
き
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
、
前
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
た
し
か
に
「
書
斎
」
と
「
寮
舎
」
は
、

時
代
が
く
だ
る
と
と
も
に
同
義
に
な
っ
て
来
る
が
、
こ
こ
で
は
改
め
る
べ
き
で

は
無
か
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
張
末
や
、
彼
の
「
進
学
斎
」
の
存
在
が
、
全

く
想
起
で
き
ず
、
見
失
わ
れ
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

以
上
、
「
少
年
老
い
易
く
」
詩
の
作
者
（
出
典
）
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
新
た
な
出
典
候
補
と
し
て
、
観
中
中
許
の
r
青
時

集
j
を
紹
介
し
た
。
今
ま
で
出
典
と
し
て
報
告
さ
れ
て
来
た
、
ど
の
作
品
よ
り

も
古
い
出
典
で
あ
る
。
詩
題
は
「
進
学
斎
」
と
な
っ
て
お
り
、
観
中
の
周
辺
に

「
進
学
斎
」
と
い
う
書
斎
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
も
と
も
と
は
張
末
の

「
進
学
斎
」
を
詠
じ
た
斎
号
項
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
稿
者
は
、
結
果
的
に
同
詩
が
勧
学
詩
に
な
り
得
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
転
句
は
「
枕
上
未
醒
芳
州
（
草
）
夢
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
後
世

へ
の
伝
流
過
程
に
お
い
て
、
「
未
覚
池
塘
芳
草
夢
」
1
「
未
党
池
塘
春
草
夢
」
と

変
遷
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
稿
者
は
、
同
詩
が
r
翰
林
五
鳳
集
」
に
お
い

て
惟
肖
得
巌
作
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
五
鳳
集
」
の
編
集
態
度
が

杜
撰
な
こ
と
　
（
作
者
名
も
全
面
的
に
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
、
惟
肖
の

〝
メ
モ
癖
〟
故
に
混
同
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
個
々

の
作
品
問
に
お
け
る
伝
流
状
況
に
関
し
て
は
、
柳
瀬
氏
や
岩
山
氏
の
説
を
出
る

も
の
は
何
も
無
く
、
推
測
に
推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

あ
え
て
言
及
し
な
い
。

と
も
あ
れ
、
五
山
文
学
は
、
従
来
か
ら
「
傍
流
の
文
学
」
と
か
「
学
界
の
孤

児
」
と
い
う
汚
名
を
被
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
我
々
研
究
者
の
責
任

で
あ
ろ
う
。
本
文
、
注
釈
、
作
者
、
成
立
、
用
語
・
語
法
、
内
容
・
特
質
、
い

ず
れ
の
研
究
も
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
五
山
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
玉
村
竹
二
先
生
も
、
平
成
十
五
年
十
一
月
に
逝
去
さ
れ
、
つ
ね
に
五
山
文
学

（12）

研
究
者
の
周
り
に
は
、
「
憂
触
聖
が
渦
巻
い
て
い
る
。
し
か
し
、
柳
瀬
氏
の
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
近
代
日
本
が
学
校
教
育
に
課
し
て
い
た
有
為
な
人

材
を
養
成
す
る
と
い
う
目
標
に
沿
っ
て
」
（
③
）
、
朱
煮
（
朱
子
）
に
仮
託
し
て

明
治
期
の
漢
文
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
に
相
当
馴
染

み
が
深
く
、
日
本
人
の
精
神
へ
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
「
少
年
老
い
易
く
」

詩
の
作
者
が
、
じ
つ
は
、
五
山
の
禅
僧
と
し
て
は
そ
れ
程
知
名
度
が
高
く
な
い

観
中
中
諸
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
事
実
は
、
わ
た
く
L
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ

せ
る
と
と
も
に
、
わ
た
く
し
の
五
山
文
学
研
究
に
対
す
る
情
熱
を
掻
き
立
て
る

の
で
あ
る
。

注（
1
）
絶
海
中
津
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
「
和
規
」
か
ら
見
た
絶
海
・
義
堂
」
（
r
古

代
中
世
国
文
学
」
第
二
十
号
、
平
成
十
六
年
一
月
）
、
r
臥
雲
日
件
録
抜
尤
」
宝
徳
元

年
二
四
四
九
〕
七
月
十
一
日
条
、
r
碧
山
日
録
」
寛
正
元
年
二
四
六
〇
〕
五
月
二

十
二
日
条
等
参
照
。
義
堂
周
信
と
の
交
流
は
、
義
堂
の
日
記
で
あ
る
「
空
華
日
用
工

夫
略
集
二
以
下
、
r
日
工
集
」
と
略
す
）
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
2
）
水
元
日
子
・
鴬
野
正
明
・
宇
野
直
人
氏
「
哲
学
者
の
横
顔
－
朱
子
の
詩
と
詩
論
」

（
r
漢
文
教
室
」
第
一
六
〇
号
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
）
。

（
3
）
玉
村
竹
二
氏
r
五
山
祀
僧
侍
記
集
成
」
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
八
年
）
、
中
川
徳
之
助

氏
「
惟
肖
得
巌
年
譜
考
」
（
r
安
田
女
子
大
学
大
学
院
開
設
十
周
年
記
念
論
文
集
」
、
二

〇
〇
三
年
十
二
月
）
参
照
。
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（
4
）
引
用
は
r
突
未
版
　
錦
繍
段
」
に
よ
る
。

（
5
）
張
束
の
現
存
文
集
は
、
r
宛
丘
先
生
文
集
」
七
十
六
巻
、
r
阿
山
集
」
五
十
巻
（
「
四

庫
全
容
」
所
収
）
、
r
張
右
史
文
集
」
六
十
巻
（
「
四
部
叢
刊
」
所
収
）
、
明
の
轟
婚
三

年
二
五
二
四
〕
刻
本
r
張
文
潜
文
集
」
　
の
四
種
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
整
理
校

訂
し
た
の
が
、
中
華
書
局
本
r
張
束
集
」
六
十
五
巻
で
あ
る
。

（
6
）
　
r
日
工
無
し
永
和
二
年
〔
二
二
七
六
〕
三
月
十
五
日
条
参
照
。
ま
た
、
例
え
ば
、
張

束
の
作
品
（
巻
之
七
・
長
短
句
「
磨
崖
碑
後
」
、
巻
之
八
・
歌
類
「
七
夕
歌
」
）
が
採

ら
れ
て
い
る
r
古
文
真
宝
二
黄
堅
絹
）
　
の
抄
物
r
古
文
真
宝
桂
林
抄
】
　
（
r
続
抄
物
資

料
集
成
」
第
五
巻
所
収
、
清
文
堂
、
昭
和
五
十
五
年
）
　
に
も
、
r
事
文
類
果
し
か
ら
の

引
用
が
多
数
見
ら
れ
る
。

（
7
）
蔭
木
英
雄
氏
「
r
斡
林
五
鳳
集
」
に
つ
い
て
ー
近
世
初
期
漢
文
学
管
見
－
（
こ
　
（
二
）

（
三
）
」
　
（
r
相
愛
大
学
研
究
論
集
」
四
・
五
・
六
、
一
九
八
八
年
三
月
～
一
九
九
〇
年

三
月
）
。

（
8
）
玉
村
氏
は
、
「
も
ち
ろ
ん
撰
進
し
た
原
本
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
現
存
の

緒
写
本
の
う
ち
で
は
国
会
図
番
館
所
蔵
の
二
本
の
う
ち
の
相
国
寺
雲
輿
軒
旧
蔵
本
（
旧

帝
国
図
書
館
本
）
　
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
雲
興
軒
主
雪
等
梵
釜
の
書

写
手
沢
に
成
る
本
で
あ
り
、
（
中
略
）
　
r
全
仏
」
　
（
r
大
日
本
仏
教
全
昏
」
　
の
略
、
朝
倉

注
）
は
お
そ
ら
く
こ
の
本
を
底
本
に
し
、
諸
本
を
参
酌
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
　
（
「
解
題
」
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
9
）
拙
稿
「
絶
海
中
津
r
蕪
堅
藁
」
の
伝
本
に
つ
い
て
（
上
）
－
諸
本
概
観
－
」
（
竹
貰

元
勝
博
士
還
暦
記
念
論
集
r
禅
・
文
化
と
そ
の
周
辺
領
域
（
仮
題
こ
所
収
、
平
成
十

七
年
新
春
刊
行
予
定
）
、
「
絶
海
中
津
r
薫
堅
藁
」
　
の
伝
本
に
つ
い
て
　
（
下
）
－
謂
本

間
の
関
係
－
」
　
（
「
禅
学
研
究
」
第
八
十
三
号
、
平
成
十
七
年
一
月
）
参
照
。

（
1
0
）
今
泉
淑
夫
氏
に
よ
る
と
、
r
花
上
集
」
に
は
、
続
群
昏
類
従
本
系
枕
の
写
本
と
、
そ

れ
と
は
別
系
統
の
慶
応
義
塾
大
学
付
属
図
書
館
の
一
本
が
あ
り
、
慶
応
図
番
館
本
の

詩
題
も
「
僧
窓
移
蘭
」
。
結
句
は
不
明
。
今
泉
氏
「
r
花
上
集
」
に
つ
い
て
」
　
（
r
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
報
」
第
十
八
号
、
昭
和
五
十
八
年
）
参
照
。

（
1
1
）
堀
川
貴
司
氏
「
「
等
持
院
屏
風
賛
」
に
つ
い
て
」
　
（
r
国
語
と
国
文
学
」
第
六
十
九
巻

第
五
号
、
平
成
四
年
五
月
）
。

（
1
2
）
朝
倉
尚
氏
は
平
成
十
六
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会
（
於
　
広
島

大
学
学
士
会
館
2
F
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）
　
の
第
二
日
目
　
（
十
一
月
二
十
八
日
）
、

「
禅
林
文
学
研
究
者
の
憂
鬱
1
義
堂
周
信
の
著
作
物
を
め
ぐ
っ
て
－
」
と
い
う
週
日
の

も
と
、
公
開
発
表
を
さ
れ
た
。
氏
は
、
義
堂
の
r
空
拳
集
」
や
「
新
撰
貞
和
発
二
束

刊
貞
和
集
」
　
の
本
文
に
関
す
る
問
題
点
を
例
に
挙
げ
て
、
禅
林
（
五
山
）
文
学
研
究

者
が
屡
々
直
面
す
る
「
憂
鬱
」
　
の
実
態
を
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
時
折

見
出
せ
る
一
緒
の
「
光
明
」
を
紹
介
さ
れ
た
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
教
育
研
究
活
動
等
助
成
金
第
二
号
（
五
山
文
学
の
研
究
）

に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

－
あ
さ
く
ら
・
ひ
と
し
、
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
－
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